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全国「餓死」「孤立死」問題調査団［編］　1680円

1日発売生活保護バッシングで隠された真実

「餓死・孤立死」の頻発を見よ
46判、192ページ1470円　ISBN978-4-87154-111-4

福祉に3度ＳＯＳを発したのに…。
ガスも電気も止められた姉妹は
厳冬の札幌で孤立死した。
　障害を持つ妹(40)を支える姉(42)は
　ダブルワークで懸命に日々を生きた。
　しかし、姉は体調を崩し、生活困難に…。

怒りもて
著す

Ⅰ部●ルポ　福祉に3度、SOSを出したのに

Ⅱ部●鼎談 生活保護バッシングの陰で悲劇頻発

寺久保光良

雨宮処凛、和久井みちる、寺久保光良
白石区姉妹孤立死事件が語っていること／地域的な貧困の連鎖
ごく普通の女性なのに／ＳＯＳを発するということ
期待されるケースワーカー像？／25年前と同じバッシングの狙い
厳しい扶養義務は日本だけ／生活保護は恥ではない
あいつら虫けらだから／克明な日記を残して
「ケースワーカーってかっこいい」ってなれば
伸ばした手を振り払われて
「生活保護バッシングは人を殺すんだ」ということを

第１章●事件報道―「まさか」、そして「またか」…
第２章●仲の良い姉妹
第３章●福祉に助けを求めたけれど
第４章●福祉事務所は何をしたのか
第５章●生活保護申請をめぐる数々のトラブル
エピローグ
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